
低濃度液長時間浸漬による水稲種子消毒法

(農試 環 境部)

1 背 景とねらい

リヽミル耐性イネばか苗病菌対策として,昭 和82年度及び平成元年度指導上の参考事項に,

トリフルミツ
'引
レ水和剤,同 乳剤またはヽ

・
フラツ
・
.I―卜水和剤による種子消毒が有効であることを示し

た.こ れらの種子消毒剤は,い ずれも低濃度液浸漬法は防除効果が劣ることから,こ の方

法では消毒しないよう指導してきた。しかしながら,低 渡度液長時間浸漬処理は作業が商

優であり,ま た高濃度液浸漬法と比較し藁剤量が少なく済むことから,低 濃度液浸漬法に

よっても高い防除効果を示す種子消毒剤の実用化が望まれていた。このような中で,低 濃

度液浸漬法でも高い防除効果を示し,も み枯細薗病との同時防除が可能なフ
・
ロタロラス
′
乳剤(商

品名:スホ
・
げッタ乳剤)が農薬登録され,本 県における実用性を認めたので,指 導上の参考に供

する.

2 技 術の内容

(1)適用葉剤及び処理方法

ア適用薬剤 :プロクロラズ乳剤(商品名 :スポルタック乳剤 ,25%)毒 性 :普通物
・B類

イ処理方法

(ア)ばか苗病,い もち病,ご ま棄枯病の防除

浸種前に1,000倍液に24時間種子を浸漬する.浸 漬後は風乾せずに直ちに浸種する。

(イ)ばか首病,い もち病,ご ま棄枯病と,も み枯細画病との同時防除

浸種前に,プ ロクロラズ乳剤1,000倍,オ キソリエック酸剤(スターナ水和剤)200

倍に調製した薬液に24時間種子を浸漬する。漫漬後は風乾せずに直ちに混種する.

(2)作用特性

プロクロラズは,糸 状画の細胞膜構成成分であるエルゴステロールの生合成阻害作

用を有し,ば か首病菌,い もち病菌およびごま葉枯病菌等の薗糸伸長を強く阻害する.

特にベノミル耐性ばか苗病菌に対し高い防除効果を示す (表 1)。
一方,剤 型が乳

剤なので薬液の均一性が高く,大 量の種子消毒もムラなくできる。また,種 籾への藁

剤の浸透性が優れ,浸 種本温が低くても効果の低下が極めて少ないことから,低 濃度

液浸漬処理でも高い防除効果を示すと考えられる.

3 指 導上の留意事項    1

(1)低濃度液長時間浸漬法による消毒は,プ ロクロラズ乳剤以外の薬剤では防除効果が劣

るので行わない。また,低 濃度液長時間浸漬法では,薬 液の使用は 1回に限る。

(2)プロクロラズ乳剤は高濃度液短時間浸漬法 (100倍液に10分間浸漬する)に よる消毒も

可能である。この方法による消毒では,同 一薬液を7回程度まで連続使用できるが,次

第に薬液が減少してくるので,使 用する都度必要量を補充する。

(3)プロクロラズ剤の使用にあたつては,次 の点に留意する.
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ア生育初期に車文 ・根の伸長抑祐Jが認められることがあるので,出 芽後は適切な温度

・水管理に努める。

イ限に対して刺激性があるので限に入らないよう注意する.

ウ消毒後の棄液は河川や井戸周辺には捨てない.河 川等に流入する恐れのないところ

に穴を掘って理める.

工種子消毒に際しての注意事項は従来の薬剤と同様で,防 除基準に示した基本技術を

励行する。

4 参 考文献 ・資料 :省略

5 試 験成績の概要

表 1ベ ノミル耐性面に対する防除効果と浸種温度(昭和62年:へ
'ノ
ミル耐性薗接種親)

種水温 供試業 剤 処 理  方  法
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スホ
・
ルタヽック乳剤

無 処  理

0。5%湿 紛衣

〃

1000倍液24時間浸漬

9。8
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表 2スポルタック乳剤とスターナ水和剤の混用によるばか薔病及びもみ枯細菌病の同

時防除 (平成2年 :平成元年産自然感染種子)

供試薬剤及び方法
混用
の有
無 1 )

ばか苗病 も み柄潮囲
発病苗数 病 発病苗数
(本)2)  (本 )2)

生育
(播種7日後)
生育良否

Q番斉重22日イ魂
車(c誘楽 G

スホ
・
ルタック平L剤1000倍液

24時間混漬

無  処  理

なし

あり

9

0

０

　

０

良

良

18.8

18.8

2 . 0

2 . 0

2 . 023.5        18 良 19.1

注1)混用処理 :スターナ水和剤200倍液と混用 2)調 査苗数約600本当り発病苗数 (2箱平均 )
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